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一．冷戦期における金日成の核問題をめぐる対米政策
北朝鮮と米国が軍事的に直接対立するようになったのは，1950 年６月 25 日に勃発した朝鮮戦争




















































































































































た。1988 年 12 月６日に中国の北京で米朝の外交官が接触し，米朝の参事官接触が始まった
(30)
。
























備されていた戦術核兵器の撤去を宣言し，韓国の慮泰愚大統領は 12 月 18 日に韓国に核兵器が存在





















































その後，米朝関係は悪化した。北朝鮮の核査察受け入れを非協力的と断定した米韓は 1992 年 10
月８日に米韓合同軍事演習の準備を進めることで合意した。さらに，北朝鮮が自己申告した施設の































米朝関係は悪化したが，金日成は米国との対話も進めていった。1993 年６月２日から 11 日まで




























































された米朝協議では 10 月 18 日に基本合意文草案に両国が合意し，10 月 21 日に「米朝合意枠組み」
が締結された。寧辺にある黒鉛減速炉とその関連施設の建設を凍結する代わりに，米国側が軽水炉
を提供し，その第一号が完成するまでの代替エネルギーとして年間 50万トンの重油を送ることに






















その考えは，2001 年１月 20 日に発足した米国のジョージ・W・ブッシュ（George W. Bush）政権
に対する政策でさらに鮮明になった。米朝対話を推進し，「米朝合意枠組み」を締結したクリントン
政権に対しても警戒心を持っていたため，金正日はブッシュ政権に対して当初から敵対心を持って








実際に，米朝関係はさらに悪化していった。ブッシュ米大統領が 2002 年１月 29 日の一般教書演
説で，北朝鮮とイラン，イラクが世界平和を脅かす武装した「悪の枢軸」であると批判した。2002
















米国との対立が深まっていくと，金正日による米国批判もさらに強まっていった。2002 年 11 月
14 日に，「米朝合意枠組み」に基づいて重油を北朝鮮に供給していた朝鮮半島エネルギー開発機構




。12 月 12 日に北朝鮮外務省は，凍結していた核施設を再稼働させる
ことを発表し
(70)
，12 月 18 日に金正日は，社会主義を守ろうとする階級意識によって米国と戦う準
備をせよと語って，軍事力の強化を訴えた
(71)
。北朝鮮は，12 月 22 日に核施設の封印除去を発表し，
12 月 27 日には IAEA査察官の追放を決定した
(72)
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とはできなかったといえよう。







2006年 10 月３日に北朝鮮外務省は核実験を行うことを予告し，10 月９日には核実験を行ったこ
とを発表した
(78)
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The Influence of North Korea¢s Change in Leadership on its Foreign
and Nuclear Policies toward the U.S.
Satoru MIYAMOTO
Abstract
Although the one-party regime in North Korea has maintained its hold on the country, North
Korea has experienced changes in leadership. We can assume that such changes of supreme
leaders also make possible a change in policies toward the US and nuclear issues.
Kim Il-Sung, the first supreme leader, looked for dialogue with the U.S. and denuclearization of
the Korea peninsula. However, Kim Jong-Il, Kim Il-Sung¢s successor, had an adversarial attitude
towards the U.S. during the first nuclear crisis in 1993.
Kim Jong-Il declared that he would develop nuclear weapons during the second nuclear crisis
in 2003 after Kim Il-Sung¢s death. We can see that Kim Jong-Il has made policies toward the US
more hardline than those of Kim Il-Sung. We can say that that is why Kim Jong-Il personally had
an adversarial attitude towards the U.S. from the first crisis onward.
Key words; DPRK, North Korea, Regime change, Nuclear, Kim Il-Sung, Kim Jong-Il, U.S.-North
Korea relations
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